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 平成 27 年６月１日 
各  位 

             
会 社 名 株式会社 エ ス ポ ア 

            代 表 者 名 代表取締役社長 田上 滋 
             （コード番号 3260 名証セントレックス） 
             問 合 せ 先 管理部長 寺田 幸生 
             電 話 番 号 052－622－2220 

 
 

「継続企業の前提に関する注記」の記載解消についてのお知らせ 
 

当社は、平成 27 年４月 30 日開催の臨時取締役会において、平成 27 年２月期決算短信における「継

続企業の前提に関する注記」の記載を行うことといたしましたが、平成 27 年５月 31 日開催の取締

役会で当該注記を行わないことを決議いたしました。これにより本日提出予定の平成 27 年２月期有

価証券報告書において、当該注記の記載を行わないこととなりますので、下記のとおりお知らせい

たします。 

 
記 

 
当社は平成 27 年 2 月期末において、手元資金残高に比して短期及び 1 年内返済予定長期借入金残

高は多額となっており、各借入先とは元本返済期限の延長について協議を行っていること、及び当

社不動産事業の推進者であり、且つ大口借入先である株式会社ゲオホールディングスに対して強い

人的関係を有し、借入金の安定化に注力してまいりました代表取締役石川英樹が、平成 27 年 5 月

31 日開催の定時株主総会の終結の時をもって任期満了で退任したことから、当社は継続企業の前提

に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在していたと認識しております。 

 

当社は、当該状況を解消するための対策を講じ、主要株主であるストーク株式会社から平成 28

年 2 月 29 日に返済期日を迎える借入金残高 1,100 百万円について、返済期日を平成 30 年 2 月 28

日に延長することに関して合意を得ているとともに、株式会社ゲオホールディングス等からも返済

期日延長の合意を得ております。さらに、当社は上記会社等以外の債権者と借入金の返済条件の見

直し協議を行い、これらの借入先とも元本返済条件の変更や返済期限の更新に合意を得られたもの

と判断しております。 

 一方、当社の経営に重要な影響を与えていた前代表取締役石川英樹の退任の意向を受けて、平成

27 年 5 月 31 日開催の定時株主総会に取締役を 3 名から 5 名に増員すること、及び不動産事業の経

験者である平満夫及び大森真を社外取締役として選任するなどの新経営体制について付議し、同株

主総会において承認可決されました。これにより、当社不動産事業において両氏の有するネットワ

ークを活用したテナントリーシングや販路拡大を強化し、安定的収益基盤の早期確立が図れるもの

と判断しております。 
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また、株主総会後の同日付取締役会において、大口借入先である株式会社ゲオホールディングス

と人的関係を有する田上滋を代表取締役社長とすることを決議いたしました。田上滋を代表取締役

社長とする新経営体制について、株式会社ゲオホールディングスを含む各借入先に対して説明を行

い、理解を得ることで、良好な関係を築けているものと判断しております。 

加えて、退任した石川英樹は主要株主であり当社の支援先であるストーク株式会社の取締役に就

任することが、ストーク株式会社の平成27年5月27日開催の臨時株主総会において決定しました。

これにより、石川英樹は引き続き主要株主の役員として当社を支援していくこととなります。 

 当社は手元資金残高に比して短期及び 1 年内返済予定長期借入金残高は多額となっていることか

ら、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況は存在しているものと認識して

おりますが、これらの対応策の実行により当事業年度末において存在していた継続企業の前提に関

する重要な不確実性は現時点で認められなくなったと判断し、計算書類に付していた「継続企業の

前提に関する注記」の記載を行わないことといたしました。 

 

 株主様をはじめとする関係者の皆様には大変ご心配をお掛けしましたが、当社は更なる業績向上

と企業価値の拡大に努めてまいりますので、引き続きご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

 

以上 
 


